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V243a 多地点複数望遠鏡の観測マーシャルシステムの構築
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東京工業大学では 2005年より明野 50cm可視光望遠鏡を用いたガンマ線バースト (GRB)の残光追跡を主とし
た突発天体の即時フォローアップ観測を行ってきた。また、2017年 11月より国立天文台岡山天体物理観測所の
50cmロボット望遠鏡と連携した 2台体制で観測を行っている。設置場所の異なる複数台の観測を最大限に効率
よく運用するためには、従来のスケジュールリストを用いた観測では対応しきれず、天候や観測された画像のク
オリティなどをリアルタイムで評価、把握しながら状況に応じて各望遠鏡に指令を行う必要がある。また、GRB
や重力波天体などの可視光対応天体探査、GROWTHや J-GEM, OISTERなどの多機関共同観測にも柔軟に対
応できる制度設計が必要とされている。
そこで我々は望遠鏡・カメラ制御システムは従来そのままに、2台の望遠鏡に対して最適な天体をリアルタイ

ムで判定し、観測に必要な状況を提供するマーシャルシステムを新たに構築している。本システムにより、従来
通りGRBなどに必要とされる即応性を保持したまま、パトロール観測を効率的に実施できるようになることが
見込まれている。また、重力波天体や全天X線検出器MAXIなどで発見された、位置誤差の大きい天体に対して
は、エラー領域を 2望遠鏡で分割して効率的に探査が行えるようになる。本講演では開発したシステムの概要と
将来的な発展について述べる。


